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抄　　録
東北福祉大学は学生のボランティア教育に注力しており、今までにも高評価を得てきて
いる。学生教育のカリキュラムと一体化し、大学組織をあげて支援されている東北福祉大
学の学生ボランティア活動は、文科省の COE 等にも先駆的取り組みとして採択されてき
た。その結果、ほぼ全学生が在学中に何らかのボランティア活動を経験して卒業していく。
平時のボランティア活動は勿論、阪神・淡路大震災以降は国内外の災害時等にも学生、教
職員が積極的にボランティア活動をしており、その専門性を活かした社会貢献は高い評価
を得ている。本稿は、東北福祉大学の曹洞宗宗門関係学校としての側面に着目し、そのボ
ランティア教育の意義を探る。研究、教育、社会貢献という21世紀の大学に求められる三
機能の中で、ボランティアは単なる社会貢献だけのツールではない。それは仏教の教義や
仏教に根ざした東北福祉大学の建学の精神、教育の理念とも深く関連し、その教育の一部
としても極めて有用である。本稿では、そうした曹洞宗宗門関係学校におけるボランティ
ア教育の意義を考察するものである。
研究の枠組み
本稿では、最初に東北福祉大学ボランティア教育の歴史と現状を、続いて曹洞宗の現代
的意味でのボランティアについて整理する。そのうえで、曹洞宗宗門関係学校としてのボ
ランティア教育の意義を探るために、東北福祉大学の「建学の精神」と「教育の理念」と
ボランティア教育との関連を探っていく。最後に、曹洞宗宗門関係学校としてのボラン
ティア教育の意義を考える。
ボランティア教育やサービスラーニングでは既に多数の先行研究があるが、本稿ではそ
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の中でも特に福祉教育、ホリスティック教育、宗教教育と関連するものを参考にした。伊
藤隆明はボランティア学習とホリスティック教育の関連性を重要視し、一切がつながり
合って調和していることを単に知識としてではなく、直観や洞察や共感で受けとめるこ
と、つまり魂にめざめ、覚醒した人間になることがボランティア学習の究極の目的であり、
それを可能にするのがホリスティック教育だとする。伊藤によれば、ボランティアの本質
は性向善にあり、自分は人間の力を超えた大いなるものによってこの地球上に生を享け、
育てられ、生かされ、そして見守られているという自覚が人に建設精神を呼び起こし、行
動化させるとしている 1 ）。
湊道子 2 ）はボランティア精神の根拠として共生意識に着目し、それを育てる手段の一
つとして宗教思想をあげる。人間を本質的に利己的な存在と捉え、そういう人間が自己中
心という限界を脱して他者に目を向ける方向性を人間から引き出すものとしてボランティ
ア精神を位置づけ、無私なる真のボランティア精神の基盤である共生意識に着目する。そ
れを醸成する領域として宗教のみに依らないボランティア教育（共生教育）の可能性を模
索する。
頼尊恒信 3 ）は、世間から求められている慈善行や布施行を行ういわゆるボランティア
は真宗の仏道とは根源を異にするのであり、慈善行や布施行は仏道の「利他行」としての
意味を持たないとする。しかし、瓦礫のような共業存在の我等が、如来からの「呼びかけ」
を共に主体的に聞き、それにより瓦礫のように「変成」の働きを共に受ける共業存在、即
ち平等性を基にした「われら」となることで「共生」が成り立ち、その功徳によって衆生
に「信の一念」が開かれるという。
ボランティアを作務的に捉えるならば、荒川元揮 4 ）は言葉や書物の文字で教えられて
いる生活の生き方を、知識や言葉によらない社会的接触、人間のふれあい、五感により体
得して学ぶという長谷川如是閑の「生活の教育」から引き、作務によって教える禅林学校
の教育理念はそれを目指すとする。臨済宗にルーツを発する正眼短期大学は「行学一体の
禅学塾」を目指しており、これを建学の精神としている。
磯岡哲也 5 ）はサービスラーニングと仏教に関して、淑徳大学学祖長谷川良信が大業は
一代にして成らないため、次代育成の奉仕として大学の建設という〝人間開発〟に取り組
んだことを引き、宗教・社会福祉・教育の三位一体による人間開発，社会開発，地域開発
の理念を具現化した淑徳型サービスラーニング構築の重要性を指摘する。
仏教以外の他宗教の見地では、逸見敏郎は立教大学の建学の精神「キリスト教に基づく
教育」という ethos が学生のボランティアを呼び起こし、活動体験を通しての自己覚醒と
いう気づきを促したとする。そしてサービスラーニングにおいては従来の受け入れ先の人
たちと活動する学生たちというふたつの主体に加えて、その「あいだ（The space 
between）」（Ogden. T.）をより重視し、「あいだ」には双方の関わりの中で生起した様々
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な想いや新たな課題、課題解決のためのアイデア、エネルギーがあたかも新たな主体、す
なわち第 3 主体として生まれる。そこでは他者のニーズに応える活動をつうじ、周囲から
の信頼を得て、メンバーから主体的に協力を得られる行動をとるサーバント・リーダー
シップスタイルを修得できる可能性も指摘する 6 ）。
本論文と最も関連する「行学一如」に関しては、関口雅夫 7 ）、石井公成 8 ）、永井俊道 9 ）
らの先行研究を参照した。関口は、「行学一如」は道元禅師の「心身一如」等の「一如」
思想を根底とし、そこに陽明学の「知行合一」を仏教的にアレンジしたものとする。それ
が曹洞宗大学を経て設立された駒澤大学の建学の精神とされる典拠や経緯に疑問を持ち、
戦時中の学徒動員の際に宣伝された「行学一如」の影響が強いのではないかと指摘する。
石井は、大谷哲夫の『旃檀林の若き獅子たちへ－建学の基本理念－』における「身心一如」
「修証一等」「行解相応」などの言葉から「行学一如」の語が生まれたと引いたうえで、「行
学一如」は優れた「正法眼蔵」研究者でもあった橋田邦彦元文部大臣の陽明学式の行を重
視する思想が色濃い旨を指摘している。永井はこれらを整理したうえで、「行学一如」と
「知行合一」「学行一体」との違いを主張する。「知行合一」は元から異なるものを一つに
統合する概念で、「修証一等」や「一如」の思想とは異なる。永井はその上で、「行学一如」
成立の背景は戦時体制だけでなく、駒澤大学への改称に典型的な仏教学部を認めない「宗
教教育」の禁止を前提とした「大学令」に発する可能性をあげている。
本稿では、これらの先行研究を踏まえて曹洞宗宗門関係学校におけるボランティア教育
を考えていく。
東北福祉大学ボランティアの歴史と概要
社会福祉に特化した専門大学としての歴史と伝統を持つ東北福祉大学では、創設時から
学生サークルによる自発的なボランティア活動が盛んであった。各種セツルメント10）や
障がい者と活動する学生ボランティアサークルが積極的に活動し、現在もその数は70を越
える11）。そうした学生の熱意を後押しすべく、東北福祉大学では平成 5 年（1993）に全国
でもかなり早くボランティア活動が単位化され、カリキュラムとして正式に教育に組み込
まれた。
学生ボランティアへの支援が大規模な大学組織をあげた持続的な形に発展したのは、
「ボランティア元年」と呼ばれる平成 7 年（1995）を契機とする。阪神・淡路大震災では
神戸市長田区に大学がプレハブのベースキャンプを設置した。仙台の大学と神戸のキャン
プとの間のシャトルバスを運航したり、キャンプに教職員を常駐させて地元との折衝等を
請け負ったり、学生の支援活動を指導・助言したり、学生の安全確保や健康管理を図るな
ど被災地で活動する学生を支援した。延べ120名の学生が、今まさに大学で学んでいる知
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識・技術を活かした「心のケア」などの分野で、半年以上にわたって活動した。卒業や進
級が困難になる可能性が高かったため、キャンプを閉鎖して半ば強制的に継続支援希望学
生を仙台に戻さざるを得ないほど、学生の意欲は高かった。
その後も、学年を超えて継承されていった学生のボランティア活動を持続的に支援すべ
く、これに特化した常設組織として平成10年（1998）に「ボランティアセンター」を設立
した。以降も、那須・福島集中豪雨や宮城県北部地震などの災害発生時には多くの学生が
ボランティア活動に参加し、それを教職員が支援している。（本稿作成後に発生した令和
元年（2019）の台風19号被害でも、県内被災各地で活動）平成16年（2004）には文部科学
省「生涯学習まちづくりモデル支援事業」に採択され、翌平成17年（2005）には「地域減
災センター」を設立。同年の中越地震でも、地元で OB が運営している社会福祉施設に大
学がプレハブのベースキャンプを設置した。 2 ヶ月にわたって延べ150名の学生が被災地
の主に生活支援活動に参加し、大学も学生の活動を支援した。こうした取り組みは高く評
価され12）、平成17年には文部科学省「特色ある大学教育支援プログラム（特色 GP」に「ボ
ランティア学習による21 世紀型市民の育成」として、翌平成18年（2006）年には文部科
学省「現代的教育ニーズ取組支援プログラム（現代 GP）」にテーマ「地域減災教育によ
る地域福祉の推進」として採択された。地域や専門の異なる大学間の連携による防災活動
やボランティア活動を推進すべく神戸学院大学や工学院大学と相互支援協定を締結し、平
成21年（2009）年には「TKK 分かち合い連携センター」を設立した。阪神淡路大震災の
経験を持つ神戸学院大学は人文科学・社会科学の資源が豊富であり、工学院大学は発生が
予想されて久しい首都直下型地震の該当地区に立地して自然科学系に強みを持っていた。
そこに医療福祉系で豊富な資源を持ち、高い確率での震災発生が予想されていた東北地区
に位置する東北福祉大学が加わった。この連携に基づいて、各大学の資源、専門性を活か
した遠距離講義を相互に提供しあって学生へのボランティア教育を充実させている。筆者
も講義課目「社会貢献学入門」の一部を担っている。平成23年（2011）には有機的にこれ
を推進すべく「ボランティアセンター」と「地域防災センター」が「学生生活支援セン
ター ボランティア支援室」に統合されている。
同年には今なお爪痕の残る東日本大震災が発生し、東北福祉大学も学生 9 名が亡くなる
等の大きな被害を受けた。しかし直後の混乱から立ち直ると、自らの被害を省みずに一早
く被災地支援、復興支援を開始した。宮城・岩手の17自治体で、学生総数延べ4520人、そ
れを支援する教職員1655名が復興支援のボランティア活動に参加した。
震災直後の被災地では、被災地の事情を省みない調査のための調査、研究のための研究
が多く行われ、本末転倒な被災者の調査疲れが見られるほどであった。またボランティア
活動の中には、相手の立場に立たない、押し売り的活動が見られたのも事実である。しか
し東北福祉大学災害ボランティアの特徴は、現地の行政や社会福祉協議会と連携した地域
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ニーズ、被災者ニーズにフィットする活動と、大学での学びに基づく高い専門性を活かし
た多様な活動内容である。東北福祉大学では過去の経験から、支援のための支援にならな
いように地元との連携を第一に図り、地元の立場に立った、地元のニーズに即したボラン
ティア活動を提供している。こうした活動は、震災から 8 年が経過した現在も続けられて
いる。学生サークルによる自主的活動以外にも、大学は各種ボランティア活動の受入れ窓
口となり、その情報を ICT などの活用で学生に利用しやすく提供することで、学生のボ
ランティア活動の機会を拡充している。また教職員による事前教育や送迎等を含む現地で
の本学学生の生活支援を行っており、学生の安全確保や学びの充実、モチベーション管理、
こころのケアも図っている。
ボランティア教育のカリキュラム化にあたっては、「ボランティア論」「ボランティア活
動論」「環境ボランティア論」などの講義科目に加え、「ボランティア実習」や「福祉ボラ
ンティア活動」などの実践科目も配置されている。ボランティア参加前に必要な知識の事
前学習を提供し、活動中の記録整備支援、事後学習でも各種教員による活動へのフィード
バック、ふりかえりを重視している。ICT とアナログを意図的に混在させながら、ボラ
ンティア活動を通じたサービスラーニングが大学教育として適切に学生に修得されるよう
に支援している。
現代ボランティアと曹洞宗
日本仏教全体の活動を見ると、行基上人による社会事業に始まる「仏教社会事業」、「仏
教社会福祉」の記録は多く残されている13）。近年では、仏教の関与する福祉をより広義に
表現する意図で「仏教福祉」の語も多く用いられるようになっている14）。
曹洞宗を見るに、道元禅師が巻を割いてまで「菩提薩埵四摂法」を書き、六波羅蜜より
も対他的行為としての四摂法を殊更にとりあげた理由はつまびらかではない15）が、そこ
で利行が重要視されているのは確かである。「菩提薩埵四摂法」で利行とは、「貴賎の衆生
に於きて利益の善功を廻らすなり、窮亀を見病雀を見しとき、彼が報謝を求めず、唯単に
利行に催さるるなり」と定義されており、現代のボランティアとまさに共通点が多い。こ
こでの「貴賎」の表現は現代では取り扱いに注意すべき言葉であるが、かつてボランティ
アが特権階級の占有物だったこと、釈尊の「阿闍世王授決経」に見る「貧者の一灯」を鑑
みるに、ボランティアに階級性を帯びさせない極めて先進的な表現である。これを単なる
スローガンとすることなく社会で実践して行くことこそ菩薩の行願であり、この道元禅師
の教えを体現すべく曹洞宗の僧侶、寺院、門徒は社会活動、地域活動、即ち現代ボランティ
アに類するものにその誕生以来携わってきた。
曹洞宗としての現代流ボランティア組織化の歴史を紐解けば、1980年のカンボジア難民
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支援という国際的活動のための「曹洞宗東南アジア難民救済会議」（JSRC）設立を契機と
する。その後、曹洞宗国際ボランティア会を経て1999年にシャンティ国際ボランティア会
（SVA）へと組織化されていった。1996年の阪神淡路大震災以降は、国内活動でも曹洞宗
全体の組織的ボランティア活動が実践されていく。阪神淡路大震災では宗務庁、各地の宗
務所、青年会、婦人会、僧堂など、宗内構成組織が連携を取りながら被災地での復興支援
活動に従事し、以降は中越地震、能登半島地震、中越沖地震などの激甚指定災害を中心に
各地での風水害への復興支援活動を盛んに展開している。しかし、組織的とはいえあくま
でも局地的であり、全国組織的（全宗門的）に復興支援活動を展開したのは東日本大震災
以降である。
東北福祉大学は明治 8 年（1875）に創立された曹洞宗の宗教人教育を目的とする宮城県
曹洞宗専門学支校をルーツとし、その建学の精神「行学一如」、教育の理念「自利利他円
満」は大乗仏教や曹洞宗の教義をベースにしている。以前は入学式で四弘請願を全新入生
で唱えたなど、その教育にも曹洞宗の教義が色濃く反映されている。宗門関係学校である
東北福祉大学のボランティア教育もこれと理念を一つにするものであり、その宗教教育と
も一体化しているはずである。しかし、残念ながらボランティア教育の盛んな東北福祉大
学でも、仏教や曹洞宗の教えとの一体化は必ずしも十分とは言えない16）。新潟中越沖地震
の際に行茶活動で曹洞宗青年部と共に活動した際は、寄り添い、少しでも苦しみを軽減し
ていただく心のケアと橋渡し機能を意図した曹洞宗僧侶の活動に大いに学生は学んだそう
である。しかし、「自主性」「無償性」「社会性」などのボランティア教育は十分になされ
ているものの、それは東北福祉大学の建学の精神や教育の理念と密接に関連した形では行
われていない。東北福祉大学の教育基盤には仏教的な思想が埋め込まれているはずだが、
ボランティア教育が宗教教育と有機的に連携したものとはなっていないのが現状である。
そこで次項では、東北福祉大学の建学の精神や教育の理念とボランティア教育について考
え、曹洞宗宗教関係学校におけるボランティア教育の意義を模索したい。
教育の理念「自利他円満」とボランティア教育
東北福祉大学の教育の理念「自利利他円満」は、もちろん大乗仏教の教義に基づいてい
る。宗教人教育を目的とする曹洞宗宗門関係学校の使命は、とかく自利を求める権利意識
が強すぎる現代社会において、「利侘を先とせば自らが利省かれぬべし」と考えるような
愚人ではない、利他心をあわせ持った地の塩、世の光を社会に輩出することであろう。こ
の精神は扇畑忠雄作詞の東北福祉大学校歌にも「人の世の幸（さち） 福祉の心」と謳われ
ている。
娑婆世界にある大学では、仏教に根差した宗教教育の一つとして縁慮心を通じて発菩提
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心、発無上心の発露へいざなうことを目指す。その結果、学生は「十方法界の土地草木牆
壁瓦礫 皆仏事を作すを以て、其起す所の風水の利益に預る輩、皆甚妙不可思議の仏化に
冥資せられて親き悟りを顕わす」こと、即ちひとは自らが様々な生きとし生けるものの縁
起の中で生かされていることに気づくのである。これは宗派が異なる先の頼尊の主張とも
重なっている。
既述の伊藤のように、福祉教育の分野ではこれに近い内容がホリスティック教育として
語られる。ホリスティック教育とは「論理的思考と直観との〈かかわり〉、心と身体との
〈かかわり〉、知のさまざま分野の〈かかわり〉、個人とコミュニティとの〈かかわり〉、自
我と〈自己〉との〈かかわり〉など、〈かかわり〉に焦点を当てた教育である。ホリスティッ
ク教育において学習者はこれらの〈かかわり〉を深く追求し、この〈かかわり〉に目覚め
るとともに、その〈かかわり〉をより適切なものに変容していくために必要な力を得
る」17）とされる。成田喜一郎はこれを以下の様にまとめている18）が、正に縁起を軸とす
る仏教の考え方と共通しよう。
・ この世界は、一見バラバラに分断されているように見えるが、根源的に一つのもの
（一如）であり、人間はすべてのものと〈つながり〉合っている。
・ その〈つながり〉は、理性や論理だけではなくそれらとつながる感性や直観、魂にふ
れる自己と他者等との深い〈対話〉によって根源的な認識や洞察をすることがで
きる。
・ 価値観やものごとの有意味性は、その〈つながり〉に気づきそれを自覚するところか
ら生まれてくる。
・ この世界における社会の不正や困難など様々な問題や課題に立ち向かう社会変革への
行動は、人間がこの〈つながり〉を自覚したときにこそ生まれてくる。
道元禅師が対他的行為としての四摂法に殊更に言及しているように、自分が生かされて
いることを自覚し、それにより発せられた自未得度先度他の菩提心を実現するための般若
の習得が曹洞宗専門学校の目指すところであり、そのボランティア教育の目標もここにあ
ろう。
東北福祉大学が立地する宮城県仙台市は、曹洞宗宗典「修証義」を編纂した大内青巒居
士の出身地でもある。「修証義」は道元禅師の『正法眼蔵』を在家信徒への布教を念頭に
編纂されたが、ここにもボランティアとの関連が見られる。『正法眼蔵』「発菩提心」「発無
上心」「菩提薩埵四摂法」を一般市民にわかりやすくまとめた修証義第四章「発願利生」
では、実際に衆生を利益する術として四枚の般若である四摂法を説く。四摂法は「一者布
施、二者愛語、三者利行、四者同事、是れ則ち薩垂の行願」である。しかし既述の頼尊が
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言うように、安易に求められるに応じて施すのは必ずしもこれに該当しない。道元禅師も
「いたづらに世間の欲楽をあたふるを、利益衆生とするにはあらず。」（発菩提心）としてい
る。「はなを風にまかせ、鳥をときにまかするも、布施の功業なるべし。」（菩提薩埵四摂法）
なのである。正しい利他行を通じ、自利利他円満の境地「自他おなじく利するなり。もし
このこころをうれば、草木風水にも利行のおのれづから不退不転なる道理、まさに利行せ
らるるなり。ひとへに愚をすくはんといとなむなり」（菩提薩埵四摂法）に至らしめること
は、宗教人教育を目的とする宗門関係学校の使命である。利行は「普く自侘を利するもの」
（発願利生）であり、これらの教義と一致するボランティア教育は、仏教の教えを活かした
宗教教育と学生のホリスティック教育とが合一する学びの機会である。従って、教育の理
念「自利利他円満」を具現化するためにも、それを効果的なものにするためにも、ボラン
ティアの宗教的意義に言及し、それに気づかせるボランティア教育が必要と思われる。
建学の精神「行学一如」とボランティア教育
宗門関係学校である東北福祉大学は、建学の精神も曹洞宗の教義に基づく「行学一如」
である。21世紀の大学は「研究・開発」「教育」「社会貢献・地域貢献」の三機能を求めら
れるが、東北福祉大学の建学の精神「行学一如」は、この三つを一体的にスパイラルアッ
プしていく理念である。本稿で扱うボランティア教育も、この建学の精神のもとで学修プ
ロセスに組み込まれている。
ボランティア教育を大学カリキュラムに内包するに際して、近年着目されているのが
サービスラーニング19）である。これは1960年代後半の公民権運動を背景にアメリカで始
まり、市民の自主的活動による社会変革と期待された。キリスト教に基づくボランティア
活動の伝統があるアメリカ社会では奉仕活動も受け入れられやすく、学習者が奉仕活動を
通して社会と連帯し、社会的責任感を育むための教育方法ともなった。
前記の逸見は、正課授業に位置づけられるサービスラーニングの基本的なスキームは、
学生が教室での学びを基にして現実社会の中で一定期間活動し、その両者を事後学習のな
かで省察（reflection）するプロセスをとおして自分自身が定位する社会の課題を理解し、
その課題に対して行動できる姿勢を涵養することとする。サービスラーニングは正課授業
であるため、社会を舞台に活動するにしても授業科目としての到達目標などの教育的目的
や成績評価といった条件に拘束されるのはやむを得ない。
東北福祉大学のボランティア教育を見ると、ボランティア活動と教科学習が密接に関連
しており、また事前学習と振り返りの事後学習、報告が行われ、教員という第三者からの
評価が組み込まれるため、広義のサービスラーニングに分類できよう。サービスラーニン
グとボランティア活動の最大の違いは、ボランティアの基本的理念である「自発性、無償
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性、相互性」にある。ボランティアは奉仕精神の育成や自主性の養成に重きがおかれ、地
域や社会での主体的奉仕活動に意味があるとされる。しかしサービスラーニングの場合、
相互性はともかく、単位が付与されるために無償性は怪しいものとなる。東北福祉大学の
場合、通年科目として一年間のボランティア活動に与えられる単位は、事前指導や事後指
導、各種研修への参加や報告書作成などを含めると膨大な学修時間を要するのに対して僅
か 1 単位であるため、実質的には無償性は担保していると思われる。
最大の問題点は自発性である。ボランティア活動への参加やボランティアの対象、活動
内容は自発的に決定されるとはいえ、教科として設定される以上は自発性が制限されるの
は避けられない。建学の精神「行学一如」も、永井が言及したように実体的に用いる20）
ならばボランティアをツールにとした教育に堕す危険性がある。道元禅師の教えは「修証
一等」、「坐禅は習禅にあらず」である。それを具現化する東北福祉大学の建学の精神は「行
学一如」。そのボランティアは、決して何かのための学びの手段であってはならない。学
ぶためにボランティアをするのではなく、ボランティア活動をすること自体が学びなので
ある。その点で東北福祉大学のボランティア教育は、高等教育で今流行のアクティヴラー
ニング、PBL、サービスラーニングとは一線を画さねばならない。そうでなければ、体験
学習の一種にすぎず、教育手段としてボランティアを使う従来型 PBL とかわらない。更
には建学の理念やその宗教教育とに齟齬が生じかねない。
曹洞宗宗門関係学校の場合、こうした学修プログラムとしてのサービスラーニングは
「行学一如」をしっかりと踏まえることでこの問題を止揚しうると考える。上記の永井は、
行学一如につき以下のように述べる。
道元は、「身」から「心」ができると考え、転移することを重視している。そのために、
常に「身心」という表現を用いる。 「身」は「行」に、「心」は「学」に通じる。これは、
心理学でいうジェームズ・ランゲ説に似ている。ジェームズ・ランゲ説では、「刺激→身
体変化→情動」という時間的経過の中で、情動が形成されるというものである。この考え
は、道元の「身心」の表現につながり、 「行学一如」にも通じていくのである。
即ち、自発性が多少は制限されようとも、「身」と「心」の場合と同様にまず「行」を
行うことから同時に「学」が形成されていく。「知行合一」「行学一致」「学業一如」、また
実学的意味での「行学一如」では「行」の為のツールとして「学」をとらえがちであるが、
そうではない。行と学は不可分であり、行の形成を通じて学も形成されていくのである。
純粋なボランティア教育という意味では問題があるかもしれないサービスラーニングだ
が、このように「行学一如」の理念に基づくならば十分にその基準を満たし、有意義と思
われる。
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曹洞宗宗門関係学校におけるボランティア教育の意義
既述のように、最近はアクティヴラーニングの一環として高等教育でもサービスラーニ
ングがもてはやされている。サービスラーニングは、昨今の学生が嫌がる基礎知識を学ば
せるためのツール、インセンティヴとして有効であり、実践の楽しみを享受しながらコン
カレントに知識習得を図ることができる。共生感覚のような不立文字な感覚を会得するの
にも、教室を離れた実践教育は確かに有効である。
東北福祉大学はじめ曹洞宗宗門関係学校の現在求められている役割は、かつてのような
宗門徒弟の教育にとどまらない。そこでは若手僧侶だけでなく、将来に寺院や僧侶ととも
に地域を担う地の塩となる市民の育成も重要な役目である。そこでのボランティア教育は、
本稿で触れたような宗教的意義を踏まえたもの、単なる教育プログラムを超えた宗教の筋
が通ったものになるべきである。学生に、曹洞宗宗教関連学校で学ぶアイデンティティを
確認させ、自分たちのボランティア活動の教育的意義を実感できるような、「建学の精神」
「教育の理念」を含む宗教教育に根ざした、それと一体化したボランティア教育が必要で
あろう。しかし残念ながら宗教教育との関係では体系化されたカリキュラムを持たない現
状では、これは課題として残されている。ボランティア実践、ボランティア教育で高い評
価を得ている東北福祉大学でも、そのボランティア教育に曹洞宗宗門関係学校としての特
質が十分に反映されているとはいえない。
しかし学生の中には、身をもってそれを実践した学生もいた。遊佐郁さんは、在宅緩和
ケアで評価の高い宮城県名取市の岡部医院の訪問看護ステーションで看護師として働きな
がら、正看護師の資格を得るべく東北福祉大学付設の東北福祉看護学校で学ぶ学生だっ
た。いつものように勤務していた平成23年 3 月11日14時46分、東日本大震災が発生した。
遊佐さんは筋萎縮性側索硬化症（ALS）で体の自由がきかない60歳の女性患者の身を案
じ、亘理町荒浜に住む患者宅に向かった。「度重なる余震にベッドの上で震えていた女性
に覆いかぶさって守り、経過をメールで報告していたが、『家の中の物はほとんど倒れた
が、患者さんは無事』との通信を最後に消息を絶った」21）。震災直後、おびえている寝た
切りの患者のもとに駆け付けた遊佐さんは、帰宅した夫と一緒に女性を 2 階に移そうと、
階段で押し上げていた22）。その甲斐あって女性患者は助かったが、遊佐さんは二階に上げ
ようとしている最中に津波にのみこまれ行方不明となり、一週間後に角田市の遺体安置所
で見つかった。勤務先の岡部医院院長の岡部医師は、以下のように語っている。
「一メートルぐらいですよ。一メートルぐらいの階段を上にあがっていたら助かっていた
かも知れない。でもやっぱり手を離せないんで。手を離して自分で助かるということが頭
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になかったんだよ。手を離したら、遊佐が遊佐でなくなっちゃうと思ったんだろうな」23）
東北福祉大学には、「己れ未だ度らざる前に一切衆生を度さん」という「自未得度先度
他」の発願を正に実践した遊佐郁さんのような先輩がいた。修証義にも説かれているこの
想いを後輩の学生に伝承し、その心を受け継いだ学生を世に輩出していくことこそ、遊佐
郁さんの思いを無駄にしないことだと思われる。道元禅師に発する建学の精神を共有する
学校間での相互連携を進め、こうした人材を一人でも多く世に送ることが曹洞宗宗教関係
学校におけるボランティア教育の意義ではないだろうか。
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